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⾚い⽻根 ポスト・コロナ（新型感染症）社会に向けた福祉活動応援キャンペーン 

重症児等とその家族に対する⽀援活動応援助成 第３回 

＜助成決定にあたって＞ 
 

２０２４年５⽉３１⽇ 
社会福祉法⼈中央共同募⾦会 

 

１．応募状況 

（１）応募総数 ３９件 
（２）応募総額 １億４,１６７万円 
（３）応募団体の内訳 
  ①団体の所在地域…東京都８件、神奈川県４件など、全国の２２都道府県から 

応募が寄せられた。 
   ②法⼈種別…ＮＰＯ法⼈（認定ＮＰＯ法⼈を含む）が最も多く２１件あり、法⼈格 
    のない団体も５団体あった。 
 

２．助成決定状況 

（１）採⽤件数    ２６件 
（２）採⽤案件の助成総額 ８,８４５万円 
 

財源が限られていることから、応募要項に照らし合わせて審査を⾏い、必要性や資⾦的
な緊急性が⾼い活動であると応募書から判断されるものを優先して決定しました。 

 

３．助成決定にあたって 〜審査委員⻑コメント〜  

２０２１年９⽉に、医療的ケア児の健やかな成⻑とその家族の離職の防⽌を⽬的（※1）
に医療的ケア児⽀援法が施⾏され、保育所や学校等における看護師配置などが⾃治体の
責務となるなど医療的ケア児の地域⽣活を⽀える制度が整備されました。⼀⽅で、移動・
通学⽀援、⽇中や緊急の預かり⽀援、学校や通所サービスでの⾼度な専⾨知識と経験ある
看護師等による⽀援のさらなる拡充が求められています（※2、※3）。 

また新型感染症の影響の⻑期化により、医療的ケア児、難病児、重度障がい児やその家
族が、サービスの利⽤や⾯会・付き添いに引き続き制限がかけられたり、社会体験や学習
機会が減少したりすることによって、さまざまな困難な状況に置かれている状況も続い
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ています。 
本助成は、２０２２年の第１回助成、２０２３年の第２回助成に引き続き、こうした⼦

どもや家族を⽀援する活動を、資⾦⾯から応援することを⽬的として実施いたしました。 
本助成には、全国の医療的ケア児やその家族を⽀えるための、さまざまな観点からの幅
広い活動や、多様な規模の団体から３９件の活動の応募をいただき、審査委員会において
各活動内容を精査し、２６件を採択いたしました。 
＜主な採択事業＞ 
○医療的ケア児等を⽀援する環境整備として、送迎⽤⾞両や特殊浴槽の導⼊、療育スペ

ースの改修、医療的依存度の⾼い⼦どもの短期⼊所施設に導⼊する装置の申請、地
域に新たに⽴ち上げる施設や福祉サービスに係る⼈件費の申請 

○医療的ケア児とその家族の孤⽴を防ぐための取り組みとして、居場所活動やイベン
ト開催のピアサークル活動、各地の当事者や⽀援者などによるピアサポート交流会
の実施、きょうだい児が楽しめるイベントやパパ会の開催 

○医療施設で⻑期療養する医療的ケア児の創造性を育むアート活動として、感染症対
策のため病院へキットを届け⼦どもたちに作品を作ってもらい展⽰するプロジェク
トや、病院へ絵本やワークショップを届ける活動 

また、第３回助成の採択事業では、医療的ケア児を地域で⽀える取り組みの１歩とし
て外出イベントや玩具・簡易プールを携えて街中へ繰り出し地域の⼦どもたちと触れ合
う機会を創出する取り組み、安⼼安全な⽀援を⽬指し施設職員の負担軽減のための介助
器具や装置の導⼊、医療的ケア児とその家族を受け⼊れ可能な宿泊先を増やすための当
事者・宿泊事業者・⽀援者を交えた勉強会や交流事業など、従来の⽀援活動の枠組みには
捉われない特⾊ある取り組みがみられました。 
少しでも多くの活動を応援したいという審査委員の想いもあり、審査には⼤変苦慮い

たしました。今回の採否にかかわらず、どの活動も当事者や社会にとって、⼤きな財産で
あると考えております。 

医療的ケア児⽀援法が施⾏されましたが、⼦どもと家族が安⼼して暮らせる⼗分な⽀
援体制はまだ⼗分であるとは⾔えない現状があります。採択団体におかれましては、本助
成を活⽤し蓄積した実績をもとに⾏政や他の⺠間組織等との情報共有や連携を進め、地
域に必要な⽀援体制構築の⼀助になっていただくことを期待いたします。 
本助成が、医療的ケア児や家族への理解や⽀援を社会に広げる契機となることを願っ

ております。 
 

「重症児等とその家族に対する⽀援活動応援助成」審査委員会 
審査委員⻑  ⽯ 渡 和 実 
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